




























（図2）湿潤療法による治療の例 
受傷後に水道水でよく洗浄した後、消毒をせず、創傷被覆材を 
用いて湿潤療法を施した傷の経過。 

受傷直後 湿潤療法15日目 

受傷直後 湿潤療法7日目 

（図1） 湿潤療法に用いる軟膏（白色ワセリン）（左）と 
創傷被覆材（ハイドロコロイドドレッシング材） 







1. 肝動脈から 
抗癌剤を投与 

2. 肝静脈血を選択的 
に分離、脱血 

3. 余剰抗癌剤を 
除去、右房に送血 
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5年生存率 
進行度 I, 100%（73%） 

進行度 II, 69% （61%） 

進行度 III,  63%（42%） 

進行度 IV-A, 36%（24%） 
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腫瘍因子 腫瘍因子 

肝機能因子 肝機能因子 

肝切除 vs穿刺焼灼 肝切除 肝移 植 

治療困難 
TAE肝切除 

TAE 治療困難 治療無し 

経皮的肝灌流 経皮的肝灌流 

部分肝移植 部分肝移植 
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